
シーズヒーター設計資料 

シーズヒーターの分類 

シーズヒーター選定に関して 

用  途  別 気 体 加 熱 用

液 体 加 熱 用

そ   の   他

形  状  別

使 用 温 度 別 低 温 用 １００℃以下

中 温 用 ４００℃以下

高 温 用 ７００℃以下

パイプ材質別

発 熱 体 別

封口処理材別

SUS、Cu、

NCHW1、FCHW1、

ガラス、ウレタン、
シリコン

ヒ ー タ ー 外 径

ヒ ー タ ー 長 さ

曲げ加工の有無

フィン加工の有無

取付け金具の有無

表面温度及びワット密度はシーズヒーターの製品寿命・

性能を決定します。断線及び腐食の最大の要因ですから

充分に注意してください。

表面温度・ワット密度は可能な限り低く抑えて下さい。

■注意

使用
雰囲気
腐食

曲げ
形状

規格
関係

ヒーター
使用時の
表面温度

腐食雰囲気
固体・液体・気体
高温酸化
電食・応力割れ

本体との取付け関係
他

温度制御方式
材質

電気用品安全法
JIS、NK、JG、
圧力容器構造規格等


